





































較, および, 最適化性能との関係性を下図に示す. 全体を俯
瞰すると一定のパターンが感じられ,示唆された規則性から,
定量的な挙動予測への期待感が感じられる.
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Figure 1: 左図は決定的ランク選択を用いたときの個体集団の二次統計量の変化率である. 折れ線グラフは理論値をあらわし, +などの記号プロットは
数値実験の平均値である. 両者の高い整合性が確認できる.中央の図はルーレット選択を用いたときのものである.右図はルーレット選択を採用した実
数値GAの二次統計量変化の期待値とCEC 2005ベンチマークセットでの最適化性能の関係である. 各グラフは,子個体生成数,集団サイズ,交叉の
拡張率パラメータ"0の組合せに対応する12本の曲線を含んでおり, 各曲線は選択圧パラメータ = 0; 18;
2
8; : : : ; 1に対応する9点を結んで描かれている.
